
 

   
 

○ 

銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第 

 
 

号
） 

（
附
則 

第
六
条
関
係
） 

改 
 
 
 

正 
 
 
 

案 

現 
 
 
 
 

 

行 

 
 
 

附 
則 

  

（
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
十
二
条
の
二 
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律 

 
 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
六
項
中
「
第
二
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
条
第
十
三
項
」
に
改
め

る
。 

 
 
 

附 

則 
  

（
新
設
） 
   

 



 

○ 

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
） 

（
附
則 

第
五
条
関
係
） 

改 
 
 
 

正 
 
 
 

案 

現 
 
 
 
 

 

行 

 
 
 

附 
則 

 

１
〜
３ 

（
略
） 

        

４ 

財
務
省
は
、
第
三
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事

務
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
銀
行
等
保
有
株
式
取
得
機
構
の
業

務
及
び
組
織
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 
 
 

附 

則 
 

１ 

こ
の
法
律
は
、内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
十
一
年
法
律
第
八
十

八
号)

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

当
分
の
間
、
第
四
条
第
十
七
号
中
「
内
国
税
」
と
あ
る
の
は
、「
内
国
税
及

び
地
方
税
法
附
則
第
九
条
の
四
か
ら
第
九
条
の
十
六
ま
で
に
規
定
す
る
地
方

消
費
税
の
譲
渡
割
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

当
分
の
間
、
他
の
法
令
に
お
い
て
「
税
関
」、「
税
関
長
」、「
国
税
局
」
又
は

「
国
税
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ

沖
縄
地
区
税
関
、
沖
縄
地
区
税
関
長
、
沖
縄
国
税
事
務
所
又
は
沖
縄
国
税
事
務

所
長
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 

 

 



 

○ 

金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
） 

（
附
則 

第
四
条
関
係
） 

改 
 
 
 

正 
 
 
 

案 

現 
 
 
 
 

 

行 

 
 
 

附 
則 

  

（
所
掌
事
務
の
特
例
） 

第
八
条 

（
略
） 

     

２ 

金
融
庁
は
、
第
三
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事

務
及
び
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
銀

行
等
保
有
株
式
取
得
機
構
の
業
務
及
び
組
織
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 
 
 

附 

則 
  

（
所
掌
事
務
の
特
例
） 

第
八
条 

金
融
庁
は
、
第
三
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
第
四
条
各
号
に
掲
げ

る
事
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 
 

一 

金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
三
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
事
務 

 

二 

金
融
機
能
の
早
期
健
全
化
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
事
務 

（
新
設
） 

  

 


